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江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
の
変
遷
に
つ
い

承

前

尾
形
光
琳
(
ニ
八
五
八
~
一
七
ヱ
ハ
)
に
つ
い
て
語
る
場
合
、
現
在
で
は
、
「
琳
派
」
の
絵
師

と
し
て
取
り
上
げ
る
の
が
定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
琳
派
(
尾
形
流
)
」
と
い
う
流
派
に
光

琳
が
属
し
て
い
る
と
い
う
見
方
自
体
、
光
琳
の
没
後
百
年
経
っ
て
、
酒
井
抱
一
が
打
ち
立
て
た

も
の
で
あ
る
。
一
方
、
光
琳
に
目
を
向
け
た
の
は
抱
一
が
初
め
て
で
は
な
い
。
で
は
、
抱
一
以

前
か
ら
編
術
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
文
献
の
中
で
、
光
琳
は
い
か
な
る
絵
師
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
光

琳
像
(
イ
メ
ー
ジ
)

の
変
遷
に
つ
い
て
た
ど
り
始
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
前
稿
で
は
、
光
琳
の
晩
年
に
当
た
る
正
徳
年
間
(
一
七
一
一
~
ヱ
ハ
)
か
ら
ほ
ぼ

没
後
五
〇
年
に
当
た
る
宝
暦
年
間
(
一
七
五
一
上
八
四
)
に
い
た
る
資
料
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
た
。
具
体
的
に
は
、
第
一
章
で
光
琳
の
子
孫
に
伝
え
ら
れ
た
小
西
家
文
書
、
第
二
章
で
は
京

都
の
銀
座
年
寄
・
中
村
内
蔵
助
ら
が
関
所
を
命
し
ら
れ
た
時
の
「
銀
座
諸
道
具
落
札
」
、
第
三
章

で
は
大
岡
春
ト
の
画
譜
類
に
み
る
光
琳
像
を
た
ど
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

「
家
業
」
で
は
な
い
が
世
に
絵
師
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
光
琳
自
身
や
家
族

が
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
京
坂
で
は
、
光
琳
は
狩
野
派
や
土
佐
派
以

外
で
当
代
を
代
表
す
る
絵
師
の
一
人
で
あ
り
、
漆
器
制
作
も
手
が
け
る
人
物
で
あ
る
と
い
う
評

価
が
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
引
き
続
き
、
抱
一
に
よ
る
光
琳
像
が
形
成
さ
れ
る
以
前
の
享
和
年
間
(
一
八
〇
一

1
0
四
)
に
至
る
約
四
十
年
間
を
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
前
代
よ
り
も
一
層
の

広
が
り
を
見
せ
た
書
画
鑑
賞
に
対
応
し
て
刊
行
さ
れ
た
小
型
の
書
画
人
名
辞
典
や
宝
暦
か
ら
明

和
・
安
永
年
間
(
一
七
六
四
～
八
一
)
に
か
け
て
大
成
期
を
迎
え
た
文
人
画
の
立
場
か
ら
著
さ

れ
た
画
論
な
ど
に
み
る
光
琳
像
を
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

四
、
随
筆
や
小
型
書
画
人
名
辞
典
な
ど
に
み
る
光
琳

文
人
画
論
を
検
討
す
る
に
先
立
ち
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
よ
り
一
般
的
な
光
琳
像
を
示
す
と

考
え
ら
れ
る
随
筆
や
書
画
人
名
辞
典
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
文
人
画
家
達
も
、
当
時
一

般
に
流
布
し
て
い
た
光
琳
像
を
元
に
、
自
己
の
論
を
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

て
(
中
)

-
明
和
工
旱
和
-

安
田

篤
生
美
術
教
育
講
座
(
美
術
史
)

(
一
)
「
翁
草
」
と
「
装
剱
奇
賞
」

ま
ず
、
随
筆
の
中
で
光
琳
に
言
及
す
る
も
の
に
、
京
都
町
奉
行
与
力
で
あ
っ
た
神
沢
杜
口
(
貞

幹
、
一
七
一
〇
～
九
五
)
が
編
術
し
た
『
翁
草
』
が
あ
る
。
明
和
九
年
(
一
七
七
二
)
の
自
序

を
持
つ
本
書
の
巻
之
十
、
享
保
以
来
見
聞
雑
記
の
中
に
、
「
内
蔵
介
の
世
盛
り
」
と
し
て
、
い
わ

ゆ
る
東
山
衣
裳
比
べ
の
記
事
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
、

当
時
の
書
画
や
刀
剣
を
は
じ
め
衣
服
や
学
問
の
流
行
に
つ
い
て
述
べ
た
同
書
巻
之
百
七
十
九

「
時
華
物
の
事
」
に
も
、
光
琳
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

(
前
略
)
絵
は
近
世
探
幽
養
朴
な
ど
を
宗
と
し
、
続
い
て
洛
の
探
山
を
賞
す
。
探
山
が
子

探
鯨
は
劣
り
、
孫
の
探
索
は
人
用
ふ
。
今
は
江
戸
の
栄
川
、
洛
の
応
挙
〈
通
名
丸
山
主
水
〉

な
ど
を
賞
す
。
異
画
に
は
光
琳
を
用
ひ
、
狂
画
は
全
暇
が
左
礼
を
悦
び
し
が
、
探
幽
養
朴

は
い
づ
れ
も
さ
め
ず
、
光
琳
今
に
於
て
人
嬉
し
が
り
、
全
暇
は
い
つ
し
か
は
や
り
止
み
、

今
の
人
は
其
名
を
知
ら
ぬ
ぐ
ら
ゐ
な
り
。
唐
画
は
近
世
沈
南
蔵
〈
今
一
両
人
名
失
念
〉
有

り
。
夫
よ
り
後
渡
来
の
内
に
、
格
別
の
名
を
不
聞
、
董
可
亭
な
ど
、
南
顔
が
弟
子
と
や
ら

ん
聞
た
る
計
な
り
。
長
崎
の
熊
斐
も
同
門
に
て
、
微
し
く
名
有
り
。
和
人
の
唐
画
か
き
に

は
、
洛
の
望
玉
燎
、
之
を
善
く
せ
し
が
、
其
世
に
今
程
唐
画
さ
か
ん
に
行
は
れ
ざ
れ
ば
、

人
そ
れ
程
に
賞
せ
ず
。
玉
嶮
死
後
に
段
々
は
や
り
出
た
り
。
・
:
唐
画
に
て
は
近
末
大
雅
を

大
に
賞
し
、
彼
が
絵
は
か
り
そ
め
の
席
画
の
類
に
て
も
、
小
判
を
以
て
す
。
蕪
村
之
に
次

ぐ
、
書
は
今
殊
に
寡
し
。
(
下
略
)

『
翁
草
』
二
百
巻
は
、
自
序
に
あ
る
明
和
九
年
に
初
め
の
百
巻
の
稿
を
成
し
た
が
、
さ
ら
に

百
巻
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
の
京
都
の
大
火
で
そ
の
過
半
を
失
い
、
寛

政
三
年
(
一
七
九
一
)
八
十
二
歳
で
再
び
完
成
さ
せ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
引
用
箇
所
は
後
半
の

百
巻
に
含
ま
れ
る
わ
け
だ
が
、
絵
画
の
流
行
に
つ
い
て
、
「
今
は
江
戸
の
栄
川
、
洛
の
応
挙
な
ど

を
賞
す
」
と
、
木
挽
町
(
竹
川
町
)
狩
野
家
の
栄
川
院
典
信
(
一
七
三
〇
~
九
〇
)
と
円
山
応

挙
(
一
七
三
三
~
九
五
)
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
「
今
」

と
は
、
安
永
か
ら
天
明
年
間
(
一
七
七
二
~
八
九
)
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
当
時
、
前

代
の
絵
師
の
中
で
、
「
異
画
」
、
即
ち
正
統
的
で
な
い
絵
画
で
は
光
琳
が
、
引
き
続
き
高
い
評
価

一
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を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
清
時
代
の
新
し
い
中
国
画
風
を

取
り
入
れ
た
絵
画
を
指
す
と
み
ら
れ
る
「
唐
画
」
で
は
、
沈
南
蕪
に
始
ま
る
長
崎
派
と
望
月
玉

燎
(
一
六
九
二
~
一
七
五
五
)
を
先
駆
者
と
し
、
当
時
は
池
大
雅
(
一
七
二
三
~
七
六
)
、
与
謝

蕪
村
(
一
七
ヱ
ハ
~
八
四
)
が
評
価
を
得
て
い
た
と
い
う
点
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
『
翁
草
』
に
は
、
前
代
に
形
成
さ
れ
た
絵
師
と
し
て
の
光
琳
の
評
価
が
基
本
的

に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
だ
が
、
漆
工
に
関
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
前
稿
で
も
ふ
れ
た
、
稲

葉
通
龍
編
『
装
剱
奇
賞
』
巻
之
六
「
印
寵
工
名
譜
」
を
見
て
み
よ
う
。

法
橋
光
琳

梧
二
勝
六
一
健
二
青
々
堂
一

京
師
。
人

光
悦
門
人
に
し
て
風
流
の
好
士
な
り
、
画
を
よ
く
す
、
亦
一
家
也
、
印
寵
ハ
光
悦
好
の

か
た
ち
な
る
よ
し
、
其
蒔
絵
ハ
、
所
謂
光
琳
風
の
絵
に
て
、
青
貝
か
な
が
ひ
に
て
形
を

摸
し
、
地
を
粉
に
て
う
づ
ミ
内
も
梨
地
を
用
ひ
ず
、
や
は
り
金
粉
濃
な
り
、
銘
ハ
蓋
の

う
ら
に
錐
の
尖
に
て
引
た
る
ご
と
く
細
々
と
其
名
を
し
る
す

大
坂
で
刀
剣
や
装
飾
具
を
商
っ
て
い
た
通
龍
(
一
七
三
六
~
八
六
)
が
、
そ
の
鑑
識
の
た
め

に
自
ら
が
版
元
と
な
っ
て
天
明
元
年
二
七
八
こ
に
刊
行
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

絵
師
と
し
て
の
一
面
に
ふ
れ
な
が
ら
、
蒔
絵
等
を
用
い
た
印
寵
制
作
の
面
で
光
琳
は
、
「
光
悦
好

の
か
た
ち
」
を
受
け
継
ぐ
「
光
悦
門
人
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上

の
記
述
を
現
存
す
る
光
琳
の
蒔
絵
作
品
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵

「
住
之
江
蒔
絵
硯
箱
」
の
箱
に
「
鷹
峯
大
虚
庵
住
物

光
悦
造
以
写
之
」
と
光
琳
自
ら
が
記
し

て
い
る
。
藤
田
美
術
館
蔵
「
桜
狩
蒔
絵
硯
箱
」
の
箱
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
り
、
漆
器
制
作
の

上
で
光
琳
が
光
悦
に
学
ん
で
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
光
琳
の
刻
銘
の
あ
る
印
寵
も

知
ら
れ
て
い
る
。
光
琳
が
「
勝
六
」
と
称
し
て
い
た
か
確
認
で
き
ず
、
「
光
琳
風
の
絵
」
が
い
わ

ゆ
る
光
琳
模
様
を
指
す
の
か
否
か
明
確
で
な
い
も
の
の
、
光
琳
の
漆
工
に
関
し
て
現
在
の
理
解

と
極
め
て
近
い
見
解
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

(
ニ
)
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』

江
戸
時
代
に
は
い
る
と
、
『
弁
玉
集
』
(
寛
文
こ
一
年
刊
)
や
狩
野
永
納
編
『
本
朝
画
史
』
(
元

禄
六
年
刊
)
を
は
し
め
と
し
て
、
画
家
の
伝
記
や
系
図
が
版
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、

背
景
と
し
て
そ
の
方
面
に
対
す
る
知
識
を
求
め
る
需
要
が
拡
大
し
た
こ
と
を
物
語
る
と
と
も

に
、
写
本
で
の
み
伝
え
ら
れ
て
い
た
時
代
に
比
べ
、
は
る
か
に
多
く
の
人
が
同
一
の
テ
キ
ス
ト

を
目
に
し
て
同
じ
知
識
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

さ
て
、
明
和
年
間
以
降
を
扱
う
こ
の
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
代
表
的
な
書
画
人
名
辞
典
に
『
新

二

撰
和
漢
書
画
一
覧
』
が
あ
る
。
天
明
六
年
二
七
八
六
)
に
初
版
が
上
梓
さ
れ
た
本
書
は
、
七
・

三
×
ヱ
ハ
・
六
糎
と
い
う
横
小
本
で
、
京
坂
の
書
肆
が
中
心
に
な
っ
て
編
纂
、
刊
行
し
た
も
の

で
あ
る
。
本
書
は
、
全
体
を
書
家
部
、
書
家
部
、
和
歌
家
部
、
連
歌
師
部
、
儒
家
、
瞥
家
部
、

茶
人
部
、
俳
諧
部
、
狂
歌
師
部
、
雑
部
、
拝
氏
部
、
海
外
書
家
部
、
海
外
書
家
部
、
憚
子
部
に

分
類
し
、
人
名
項
目
を
立
て
、
半
行
幅
で
記
事
を
書
き
連
ね
て
い
る
。
し
か
し
、
凡
例
に
「
此

書
、
書
画
ヲ
以
テ
題
ス
ル
ニ
、
和
歌
者
流
儒
門
茶
人
俳
諧
師
僧
流
ヲ
収
録
ス
ル
ハ
、
其
遺
墨
ヲ

賞
ス
レ
バ
す
リ
」
と
い
う
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
書
画
鑑
賞
に
備
え
た
人
名
辞
典
で
あ
る
。

同
書
第
一
一
丁
裏
か
ら
第
二
三
丁
裏
の
「
書
家
部
」
に
は
、
[
表
2
]
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
土

佐
派
、
狩
野
派
、
雪
舟
を
中
心
と
し
た
室
町
・
桃
山
時
代
の
画
家
、
上
記
に
属
さ
な
い
江
戸
時

代
の
画
家
、
末
舶
清
人
画
家
の
順
に
二
三
四
項
目
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
内
、
第
二
〇
丁
表
か

ら
同
丁
裏
に
か
け
て
、
宗
達
、
光
琳
、
乾
山
、
始
興
が
、
以
下
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

宗
達
〈
名
ハ
伊
年
法
橋
位
京
師
ノ
人
画
法
一
家
ヲ
ナ
シ
、
花
弁
禽
虫
ヲ
作
、
世
二
宗
遠
流

ト
称
ス
、
又
万
年
宗
達
ト
称
ス
ル
モ
ノ
、
伊
年
ノ
族
ナ
リ
、
其
子
孫
加
州
二
仕
、
世
々

宗
達
ヲ
通
称
ト
ス
、
各
其
号
ヲ
異
ニ
ス
、
万
年
ノ
後
李
少
年
又
郭
大
年
ト
称
ス
ル
モ
ノ

並
二
画
ヲ
ヨ
ク
ス
、
然
ト
モ
伊
年
万
年
二
不
い
及
コ
ト
遠
シ
〉

光
琳
〈
尾
形
氏
名
ハ
寂
明
青
々
堂
、
長
江
軒
ノ
号
ア
リ
、
京
師
ノ
人
、
画
ヲ
狩
野
安
信
二

学
テ
、
一
家
ヲ
ナ
ス
、
又
漆
器
ヲ
作
、
描
金
ヲ
ヨ
ク
ス
、
兼
テ
茶
事
ヲ
好
ミ
、
假
山
水

ヲ
作
ル
、
ス
ベ
テ
其
為
所
天
機
二
鯛
発
シ
テ
、
薗
套
ヲ
脱
シ
テ
益
奇
也
、
〉

乾
山
〈
尾
形
氏
名
ハ
真
省
、
光
琳
ノ
弟
也
、
洛
西
鳴
瀧
村
二
隠
ル
、
画
ヲ
ヨ
ク
シ
、
又
陶

器
ヲ
作
ル
、
自
ラ
陶
隠
ト
号
ス
、
世
二
乾
山
焼
ト
称
シ
テ
清
玩
ト
ス
〉

始
興
〈
渡
漫
氏
求
馬
ト
称
ス
、
画
ヲ
狩
野
家
二
学
テ
、
後
一
家
ヲ
ナ
ス
、
尤
光
琳
ノ
風
ヲ

慕
フ
、
京
師
ノ
人
〉

こ
の
よ
う
に
、
宗
達
か
ら
光
琳
、
始
興
ま
で
が
並
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
、
こ
こ
に
琳
派
の

絵
師
と
現
在
み
な
し
て
い
る
人
た
ち
を
集
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
が
ち
だ
が
、
果
た
し
て
、

そ
う
判
断
し
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
前
後
の
項
目
の
配
列
か
ら
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

同
書
「
書
家
部
」
の
配
列
に
つ
い
て
こ
こ
で
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
[
表
2
]
の
よ
う
に
、

第
一
九
丁
裏
ま
で
は
周
文
、
雪
舟
、
相
阿
弥
ら
の
弟
子
達
を
中
心
に
し
た
中
世
の
絵
師
達
の
項

目
が
続
い
て
お
り
、
第
二
〇
丁
か
ら
が
江
戸
時
代
の
絵
師
に
当
て
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
内
、
第
二
一
丁
表
の
末
尾
に
百
川
を
掲
げ
た
後
、
第
二
二
丁
裏
に
至
る
ま
で
文
人
画
家
と

長
崎
派
、
黄
槃
僧
の
名
を
列
挙
し
、
空
欄
を
挟
ん
で
伊
孚
九
の
項
を
立
て
て
い
る
。
百
川
の
項

目
の
上
に
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
グ
ル
ー
プ
が
始
ま
る
こ
と
を
示
す
半
円
形
の
印
が
付
け
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江戸時代における光琳像の変遷について(中)

ら
れ
て
い
る
。
次
に
こ
の
印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
来
舶
清
人
の
劈
頭
に
位
置
す
る
伊
孚
九

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
人
画
家
と
長
崎
派
を
一
括
し
て
「
唐
画
」
と
呼
ん
で
い
た
『
翁
草
』
と

同
様
の
認
識
が
こ
こ
に
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
前
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
絵
師
と

区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

で
は
、
第
二
〇
丁
表
の
最
初
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
宗
清
か
ら
百
川
の
直
前
の
項
目
で
あ
る
蕭

白
に
至
る
配
列
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
宗
達
よ
り
前
の
項
目
を
み
る
と
、
宗

清
に
は
「
出
祥
氏
部
」
と
あ
り
、
立
圃
に
は
芭
蕉
や
許
六
な
ど
他
の
俳
人
画
家
と
同
じ
く
俳
諧

師
の
部
を
参
照
す
る
よ
う
記
さ
れ
て
お
り
、
光
悦
、
昭
乗
、
乗
圓
に
つ
い
て
は
書
家
部
を
見
る

よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
伝
歴
等
が
記
さ
れ
て
い
る
淀
屋
古
蕃
も
、
「
大
坂
ノ
人
茶
事

ヲ
ヨ
ク
ス
戯
画
ヲ
作
ル
」
と
い
い
、
卓
峯
も
「
黄
槃
高
泉
法
嗣
画
ヲ
探
幽
二
学
テ
一
家
ヲ
成
セ

リ
」
と
い
い
、
い
ず
れ
も
専
門
の
職
業
絵
師
で
は
な
い
。
し
か
も
、
古
奄
は
「
戯
画
」
を
描
き
、

卓
峯
は
「
一
家
ヲ
成
セ
リ
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
画
風
も
狩
野
派
や
土
佐
派
の
正
続

か
ら
は
逸
脱
し
た
、
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
始
興
よ
り
後
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
中
に
は
、
一
蝶
を
は
じ
め
専
門
絵
師
も
多
く
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
画
風
に
つ
い
て
は
コ

家
ヲ
ナ
ス
」
、
「
画
法
前
軌
ヲ
脱
シ
」
な
ど
、
独
自
性
に
注
目
し
た
記
述
が
目
に
付
く
。
同
様
の

記
述
が
宗
達
か
ら
始
興
に
も
認
め
ら
れ
る
の
で
、
宗
清
か
ら
蕭
白
に
至
る
絵
師
達
は
、
『
翁
草
』

で
「
異
画
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
な
、
狩
野
派
や
土
佐
派
の
正
続
か
ら
離
れ
て
独
自
の
画
風

を
確
立
し
た
と
み
な
さ
れ
た
人
達
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
師
弟
関
係
が
あ
る
場
合
に
は
、
宗
達
の
項
目
の
よ
う
に
師
の
伝
歴
の
中
に
門
人
が

挙
げ
ら
れ
て
い
た
り
、
玉
燦
に
つ
い
て
「
雪
渓
ノ
門
人
ト
ス
」
、
酔
月
に
つ
い
て
「
望
玉
燎
ノ
門

人
」
と
い
う
よ
う
に
、
当
人
に
つ
い
て
の
記
事
の
中
で
師
弟
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

影
響
関
係
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
始
興
に
つ
い
て
「
尤
光
琳
ノ
風
ヲ
慕
フ
」
、
雪
渓
に
つ
い
て

「
牧
渓
雪
舟
ヲ
慕
テ
」
と
い
う
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
光
琳
の
項
目
を
見
る
と
、

宗
達
や
「
宗
達
流
」
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
指
摘
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

確
か
に
、
宗
遠
の
次
に
光
琳
の
項
目
が
立
て
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
両
者
の
間
に
何
ら
か
の

関
係
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
前
稿
で
検
討
し
た
大
岡
春
ト
編
『
画
史
会
要
』

巻
六
・
雑
部
に
お
い
て
、
宗
達
の
次
に
光
琳
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
と
同
様
、
狩
野
派
や
土
佐

派
に
属
さ
な
い
が
注
目
に
値
す
る
絵
師
と
し
て
併
置
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
の
光
琳
の
項
目
自
体
の
検
討
に
移
ろ
う
。
ま
ず
、
「
(
画

に
お
い
て
)
一
家
ヲ
ナ
ス
、
又
漆
器
ヲ
作
、
描
金
ヲ
ヨ
ク
ス
」
と
い
う
部
分
は
、
『
翁
草
』
や
『
装

剱
奇
賞
』
と
も
一
致
し
、
前
代
以
来
の
光
琳
像
を
引
き
継
い
だ
こ
の
時
代
一
般
の
見
解
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
で
新
し
く
付
け
加
え
ら
れ
た
の
は
、
「
尾
形
氏
名
ハ
寂
明
青
々
堂
、
長
江

軒
ノ
号
ア
リ
」
と
い
う
名
号
に
関
す
る
よ
り
詳
し
い
情
報
と
、
「
画
ヲ
狩
野
安
信
二
学
テ
」
と
い

う
画
系
、
及
び
「
兼
テ
茶
事
ヲ
好
ミ
、
假
山
水
ヲ
作
ル
、
ス
ベ
テ
其
為
所
天
機
二
鯛
発
シ
テ
、

薗
套
ヲ
脱
シ
テ
益
竜
也
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。

名
号
に
関
し
て
、
「
寂
明
」
は
名
で
は
な
く
号
で
あ
る
が
、
光
琳
が
作
品
に
使
用
し
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
「
青
々
堂
」
と
「
長
江
軒
」
に
つ
い
て
は
、
絵
画
作
品
の
落
款
等
に
用
い
て

い
る
の
は
号
の
「
青
々
」
で
あ
り
、
『
装
剱
奇
賞
』
も
光
琳
の
号
と
す
る
「
青
々
堂
」
を
実
際
名

乗
っ
た
か
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
小
西
家
文
書
「
尾
形
光
琳
覚
書
帖
」
(
文
書
一
四
二
)
の
内
、

弟
の
深
省
(
乾
山
)
が
光
琳
の
名
号
を
筆
録
し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
部
分
に
、
「
青
々
」
と
「
長

江
軒
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
正
確
さ
に
若
干
問
題
が
あ
る
も
の
の
、
全
く
誤
っ

た
情
報
を
収
録
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

続
い
て
画
系
に
言
及
す
る
の
は
、
百
川
や
伊
孚
九
に
半
円
形
の
印
を
付
け
る
の
と
同
様
、
狩

野
派
や
土
佐
派
な
ど
に
属
さ
な
い
絵
師
を
、
な
る
べ
く
整
理
分
類
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
意
識

に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
光
琳
の
師
と
し
て
狩
野
安
信
の
名
を
挙
げ
て

い
る
の
だ
が
、
福
井
利
吉
郎
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
幕
府
御
用
絵
師
と
し
て
江

戸
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
安
信
(
ヱ
ハ
一
四
~
八
五
)
と
光
琳
に
接
点
が
あ
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
そ
の
後
、
文
化
一
五
年
(
一
八
一
八
)
に
刊
行
さ
れ
た
『
本
朝
古
今
書
書
便
覧
』

で
は
狩
野
常
信
(
ニ
八
三
六
~
一
七
一
三
)
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
現
在
、
光
琳
の
師
と
し

て
最
も
可
能
性
が
高
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
抱
一
が
文
化
こ
一
年
(
一
八
一
五
)
に
刊

行
し
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
中
で
「
浅
井
不
薗
の
印
譜
」
を
引
用
す
る
形
で
そ
の
名
を
挙
げ

る
、
山
本
素
軒
で
あ
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
光
琳
が
探
幽
系
の
狩
野
派
絵
師
に
つ
い

て
学
ん
だ
の
は
確
実
で
あ
り
、
山
本
素
軒
の
み
な
ら
ず
、
安
信
や
常
信
も
探
幽
の
画
風
を
摂
取

し
て
い
る
点
で
は
一
致
す
る
。
本
書
で
光
琳
が
安
信
に
学
ん
だ
と
指
摘
し
て
い
る
の
が
、
光
琳

画
を
見
て
の
判
断
な
の
か
、
何
ら
か
の
伝
聞
に
よ
っ
た
の
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

少
な
く
と
も
版
行
さ
れ
た
文
献
で
は
最
も
早
く
、
光
琳
の
師
と
し
て
探
幽
の
画
風
に
連
な
る
絵

師
の
名
を
挙
げ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
て
良
い
。

次
に
、
「
兼
テ
茶
事
ヲ
好
ミ
、
假
山
水
ヲ
作
ル
」
と
あ
る
内
、
茶
事
に
つ
い
て
は
、
二
条
家
の

諸
大
夫
を
朝
茶
に
招
待
し
た
自
筆
書
状
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
琳
が
か
な
り
嗜

ん
だ
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
本
書
茶
人
部
(
三
九
ウ
)
に
も
、
弟
の
「
真
省
」
(
深
省
)
と
と
も

に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
假
山
水
ヲ
作
ル
」
と
は
、
庭
園
の
築
山
と
泉
水
を
作
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
光
琳
の
作
庭
に
つ
い
て
は
何
も
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

そ
し
て
最
後
に
、
「
ス
ベ
テ
其
為
所
天
機
二
鯛
発
シ
テ
、
薗
套
ヲ
脱
シ
テ
益
竜
也
」
と
い
う
の

で
あ
る
が
、
本
書
の
項
目
の
中
で
こ
の
よ
う
な
評
言
を
加
え
る
こ
と
は
珍
し
い
。
友
松
に
つ
い

て
「
画
亦
古
人
ノ
軌
轍
ヲ
踏
ズ
、
己
が
意
二
出
テ
エ
瞎
超
凡
其
従
容
ヲ
得
タ
リ
」
と
い
い
、
蛇

足
に
つ
い
て
「
山
水
人
物
花
鳥
皆
法
二
拘
ラ
ズ
、
脱
俗
天
成
筆
墨
神
ア
リ
」
、
古
偏
に
つ
い
て
「
画

-
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法
前
軌
ヲ
脱
シ
テ
行
筆
超
凡
」
と
い
う
の
が
、
数
少
な
い
類
例
で
あ
る
。
画
系
と
同
じ
く
、
光

琳
に
対
す
る
こ
の
評
価
も
何
に
基
づ
く
の
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
光
琳
も
上
記
の
絵
師
と

同
様
、
旧
来
の
画
法
か
ら
脱
し
て
「
奇
」
、
つ
ま
り
人
並
み
で
は
な
い
(
超
凡
、
脱
俗
)
点
に
特

色
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
伝
え
る
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
は
、
文
政
年
間
に
増
補
版
が
出
さ

れ
る
ま
で
、
刊
行
書
肆
が
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
も
、
寛
政
こ
一
年
(
一
八
〇
〇
)
、
文
化
六
年
二

八
〇
九
)
、
文
化
一
一
年
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
ま
ま
版
を
重
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
、
版
元
と
な
っ
た

京
坂
の
書
肆
の
み
な
ら
ず
、
初
版
か
ら
江
戸
で
も
売
り
出
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
中
期
に
お

け
る
最
も
広
く
知
ら
れ
た
書
画
人
名
辞
典
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

五
、
文
人
画
論
に
み
る
光
琳

中
国
で
は
、
詩
書
画
、
あ
る
い
は
琴
棋
書
画
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
く
よ
り
絵
画
制

作
が
教
養
人
が
嗜
む
べ
き
技
芸
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。
末
代
に
入
る
と
科
挙
の
制
度

が
確
立
さ
れ
、
儒
教
的
教
養
人
で
あ
り
、
か
つ
政
治
的
支
配
層
で
あ
る
士
大
夫
を
生
ん
だ
が
、

士
大
夫
の
中
に
は
文
人
と
し
て
、
そ
の
私
的
側
面
に
お
い
て
詩
文
や
書
画
を
よ
く
す
る
も
の
も

多
か
っ
た
。
北
宋
後
期
に
な
る
と
、
文
人
は
余
技
と
し
て
の
自
ら
の
作
画
と
、
職
業
画
家
の
絵

画
制
作
を
明
確
に
区
別
す
る
よ
う
に
な
る
。
次
の
元
代
に
文
人
画
は
飛
躍
的
に
発
展
し
、
続
く

明
代
も
、
特
に
中
期
以
降
は
文
人
画
が
主
流
を
占
め
た
。
画
論
も
文
人
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も

の
が
多
く
、
明
代
末
期
に
活
躍
し
た
文
人
画
家
で
あ
る
董
其
昌
が
唱
え
た
南
北
宗
論
も
広
く
知

ら
れ
て
い
よ
う
。
南
北
宗
論
で
董
其
昌
は
、
唐
代
の
李
思
訓
を
祖
と
し
て
南
宋
、
明
代
の
画
院

画
家
に
引
き
継
が
れ
た
職
業
画
家
の
系
譜
を
北
宗
、
王
維
に
始
ま
り
北
宋
、
元
、
明
代
の
文
人

画
家
に
受
け
継
が
れ
た
系
譜
を
南
宗
と
し
、
後
者
の
優
越
性
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

日
本
で
も
一
八
世
紀
に
入
る
と
、
長
崎
を
通
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
中
国
の
画
譜
類
や
作
品
に

学
ん
だ
祇
園
南
海
(
ニ
八
七
六
~
一
七
五
一
)
や
柳
沢
洪
園
(
一
七
〇
四
一
五
八
)
、
彭
城
百
川

二
六
九
七
~
一
七
五
二
)
ら
に
よ
っ
て
文
人
画
(
南
宗
画
)
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
池

大
雅
と
与
謝
蕪
村
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
。
日
本
の
文
人
画
家
も
多
く
の
画
論
を
残
し
て
い
る

が
、
中
山
高
陽
の
『
画
譚
難
肋
』
を
は
じ
め
、
光
琳
に
言
及
す
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
検
討
を
加
え
る
資
料
も
ほ
ぼ
そ
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、

各
画
論
全
体
の
文
脈
に
も
留
意
し
て
、
各
文
献
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
絵
師
と
し
て
光
琳
が
捉

え
ら
れ
て
い
る
の
か
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

(
一
)
中
山
高
陽
『
画
譚
難
肋
』

日
本
の
文
人
画
論
は
、
大
雅
や
蕪
村
と
同
世
代
の
中
山
高
陽
(
一
七
一
七
~
八
〇
)
が
著
し

四

た
『
画
譚
難
肋
』
を
唱
矢
と
す
る
。
高
陽
は
、
高
知
の
商
家
に
生
ま
れ
、
儒
学
と
と
も
に
書
画

を
学
び
、
宝
暦
九
年
(
一
七
五
九
)
、
四
十
二
歳
で
江
戸
に
赴
き
、
詩
書
画
を
以
て
土
佐
藩
か
ら

扶
持
を
与
え
ら
れ
る
な
ど
、
文
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
画
は
、
一
時
京
坂
に
遊
学
し
た
時
に
彭

城
百
川
に
学
ん
だ
と
も
い
わ
れ
る
が
、
明
確
で
は
な
い
。
そ
の
高
陽
が
編
述
し
、
安
永
四
年
二

七
七
五
)
十
月
に
江
戸
で
刊
行
し
た
の
が
、
『
画
譚
鶏
肋
』
全
三
巻
で
あ
る
。

『
画
譚
鶏
肋
』
は
、
「
主
に
中
国
の
画
論
に
典
拠
を
求
め
た
、
画
に
関
す
る
羅
蓄
本
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
中
国
に
お
け
る
絵
画
の
始
ま
り
か
ら
説
き
起
こ
し
、
画
題
ご
と
に
中
国
歴
代
の

名
手
や
関
連
す
る
故
実
、
描
写
上
の
要
点
を
書
き
連
ね
る
項
目
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。

日
本
に
つ
い
て
独
立
し
た
項
目
が
た
て
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
中
国
の
絵
画
事
情
を
記
し
た

の
に
続
け
て
「
此
方
」
と
し
て
関
連
す
る
日
本
の
事
情
を
付
記
す
る
程
度
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、

中
国
に
特
定
の
画
題
に
長
じ
た
画
家
が
多
い
と
い
う
指
摘
に
続
け
て
、
光
琳
に
関
す
る
次
の
よ

う
な
記
述
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

此
方
専
門
画
家
ハ
。
鳥
羽
僧
正
の
。
人
物
。
光
琳
。
宗
遠
の
。
草
花
。
眉
間
毫
珪
甫
の
。

水
の
ミ
狸
々
。
瀧
の
鯉
。
馬
渡
高
雲
の
。
達
磨
。
古
澗
の
。
大
黒
神
。
松
花
堂
の
布
袋
等

也
。
近
時
は
梅
竹
山
水
等
に
も
。
専
門
名
手
お
ほ
く
ミ
ゆ
。

こ
の
短
文
に
は
、
表
面
上
、
宗
達
と
と
も
に
「
草
花
」
を
得
意
に
す
る
絵
師
と
し
て
光
琳
の

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
れ
以
上
の
言
及
は
な
い
。
単
に
草
花
図
で
著
名
な
江
戸
時

代
の
絵
師
と
い
う
認
識
で
の
み
光
琳
を
捉
え
て
い
た
の
だ
と
す
る
と
、
前
稿
で
み
た
大
岡
春
ト

編
『
画
本
手
鑑
』
の
そ
れ
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
「
草
花
」
と
題
し
て
、
「
遠

く
聞
ゆ
光
琳
と
て
珍
敷
軽
筆
有
。
富
代
ひ
と
の
心
に
恵
し
、
老
若
是
を
玩
ぶ
。
草
艸
と
書
く
所

を
見
る
に
、
ま
こ
と
の
花
壇
を
遠
見
す
る
心
地
す
。
草
の
極
色
な
ど
い
ふ
べ
し
。
其
頓
筆
な
る

こ
と
、
ば
せ
を
に
雨
の
そ
ゝ
ぐ
が
ご
と
し
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
部
分
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
絵
師
の
顔
ぶ
れ
か
ら
、
言
葉
に
は
現
れ
な
い
高
陽

の
光
琳
観
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
光
琳
と
宗
達
以
外
に
名
が
挙
げ
ら
れ
て
内
、
鳥
羽

僧
正
(
覚
猷
、
一
〇
五
ご
了
一
一
四
〇
)
の
活
躍
年
代
だ
け
が
か
け
離
れ
て
い
る
が
、
「
眉
間

毫
珪
甫
」
は
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
高
田
敬
輔
で
あ
り
、
「
古
澗
」
は

同
じ
く
古
銅
、
「
松
花
堂
」
は
昭
乗
で
あ
る
。
鳥
羽
僧
正
や
伝
歴
の
詳
細
が
不
明
な
馬
渡
高
雲
を

含
め
、
こ
こ
に
は
狩
野
派
や
土
佐
派
な
ど
の
流
派
に
属
す
職
業
絵
師
は
I
人
も
い
な
い
。
先
に

『
画
本
手
鑑
』
と
の
類
似
を
指
摘
し
た
が
、
実
は
光
琳
を
収
録
す
る
同
書
巻
六
は
狩
野
派
や
土

佐
派
以
外
の
「
営
代
流
布
す
る
雑
書
」
を
収
め
た
巻
で
あ
っ
た
。
『
画
譚
難
肋
』
が
刊
行
さ
れ
た

の
は
、
前
章
で
検
討
し
た
『
翁
草
』
や
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
が
編
述
さ
れ
た
の
に
や
や
先
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江戸時代における光琳像の変遷について(中)

立
つ
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
京
坂
と
縁
の
薄
か
っ
た
高
陽
も
、
春
ト
の
画
譜
類
や
両
書
と
同

様
の
認
識
で
光
琳
を
捉
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
項
の
末
尾
に
、
「
近
時
は
梅
竹
山
水
等
に
も
。
専
門
名
手
お
ほ
く
ミ
ゆ
」
と
あ

る
の
は
、
文
人
画
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
高
陽
は
本
書
の
巻
頭
近
く
で
、

中
国
の
墨
梅
や
墨
竹
が
文
人
に
始
ま
り
、
そ
の
名
手
も
文
人
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
次
に
検
討
を
加
え
る
『
絵
事
鄙
言
』
の
中
で
桑
山
王
洲
は
、
「
此
派
(
南
宗
)
ニ
テ
ハ

画
匠
ノ
如
ク
山
水
人
物
禽
獣
花
草
ヲ
兼
造
ル
コ
ト
ヲ
為
サ
ス
。
是
ミ
ナ
能
サ
ル
ニ
ハ
非
サ
レ
ト

モ
、
カ
ノ
画
エ
ニ
斉
シ
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
愧
テ
是
ヲ
為
サ
ス
。
又
ハ
其
性
ノ
好
ム
所
二
従
フ
テ
一

楽
卜
為
ス
者
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。
高
陽
の
場
合
、
玉
洲
ほ
ど
明
確
に
文
人
画
家
に
は
特
定
の

分
野
の
み
を
手
掛
け
る
も
の
が
多
い
と
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
特
定
の
分
野

に
秀
で
た
絵
師
の
名
を
挙
げ
る
に
あ
た
り
流
派
に
属
す
る
職
業
絵
師
を
含
め
な
い
の
は
、
文
人

画
家
と
同
じ
様
な
性
格
の
絵
師
か
ら
選
出
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
働
い
て
い
る
の
か
と
も
考
え

ら
れ
る
。
だ
と
す
る
と
、
高
陽
は
、
光
琳
に
対
し
て
た
だ
単
に
草
花
図
で
著
名
な
江
戸
時
代
の

絵
師
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
文
人
画
家
と
共
通
す
る
性
格
を
待
っ
た
絵

師
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
以
上
に
示
さ
れ
て
い
る
高
陽
の
光
琳
像
が
、
何
に

基
づ
い
て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
一
時
京
坂
に
遊
学
し
た
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
高
陽
が
活
動
の
中
心
に
し
た
の
は
高
知
と
江
戸
で
あ
り
、
光
琳
画
を
実
見
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る

光
琳
像
が
春
ト
編
『
画
本
手
鑑
』
と
重
な
り
ほ
ぼ
そ
の
域
を
出
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
画
譜

に
よ
っ
て
の
み
高
陽
の
光
琳
像
が
形
成
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

(
二
)
桑
山
玉
洲
『
絵
事
鄙
言
』

桑
山
玉
洲
(
一
七
四
六
～
九
九
)
・
は
、
紀
州
和
歌
浦
(
和
歌
山
市
)
で
廻
船
業
を
営
む
豪
家

に
生
ま
れ
た
。
家
業
を
継
ぐ
が
、
や
が
て
農
業
に
転
じ
て
開
墾
事
業
に
従
事
し
て
地
主
と
な
っ

た
。
絵
画
に
つ
い
て
は
十
代
か
ら
学
び
始
め
、
中
国
画
本
や
沈
南
頚
の
画
風
を
学
ん
で
い
た
が
、

安
永
年
間
(
一
七
七
二
~
八
一
)
京
坂
で
池
大
雅
や
木
村
蒼
薩
堂
ら
と
交
遊
し
、
文
人
画
風
に

傾
い
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
玉
洲
が
著
し
た
画
論
『
絵
事
鄙
言
』
に
、
彼
の
光
琳
に
対
す

る
認
識
が
披
漫
さ
れ
て
い
る
。

『
絵
事
鄙
言
』
は
、
寛
政
二
年
(
一
七
九
〇
)
頃
成
立
し
た
『
画
苑
鄙
言
』
に
校
正
を
加
え
、

序
文
を
著
し
た
木
村
蒼
薩
堂
に
よ
っ
て
、
寛
政
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
糾
。
本
書
の

特
色
は
、
高
陽
の
『
画
譚
難
肋
』
よ
り
も
董
其
昌
が
唱
え
た
南
北
宗
論
の
立
場
を
鮮
明
に
打
ち

出
し
て
い
る
点
に
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
、
光
琳
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
言
説
が
見
出
せ

る
の
で
あ
る

近
世
ニ
テ
ハ
宗
達
光
琳
ナ
ト
又
一
種
ナ
リ
、
宗
達
力
花
草
ハ
色
ヲ
設
ル
コ
ト
重
シ
ト
云
ヘ

ト
モ
甚
古
意
ア
リ
、
又
其
没
骨
ノ
法
ヲ
為
ス
者
愈
簡
妙
ナ
リ
、
是
ミ
ナ
真
二
就
テ
其
法
ヲ

伺
ヒ
気
韻
ヲ
以
テ
画
ヲ
為
ス
者
ナ
リ

光
琳
力
人
物
花
草
ハ
咸
ク
古
拙
ヲ
以
テ
旨
ト
シ
、
画
家
ノ
径
蹊
ヲ
避
ル
コ
ト
甚
シ
、
其
水

墨
ヲ
以
テ
花
草
ヲ
寫
セ
ル
、
簡
略
奇
態
ヲ
為
ス
ト
云
ヘ
ト
モ
其
迎
風
承
露
ノ
形
チ
生
意
ヲ

轟
サ
ヽ
ル
所
ナ
シ
、
且
其
家
法
少
シ
モ
俗
眼
二
誦
フ
所
ナ
シ
ト
云
ヘ
ト
モ
、
却
テ
世
二
賞

セ
ラ
レ
シ
コ
ト
奇
ト
ス
ヘ
シ
、
是
必
営
世
二
於
テ
具
眼
ノ
士
二
逢
タ
ル
鈴
響
ナ
ル
ヘ
シ
、

今
世
ノ
珍
賞
ハ
耳
萱
ノ
ミ
ナ
リ
、
〈
嗣
燦
〉
楓
二
思
フ
ニ
、
近
衛
公
ノ
戯
墨
、
惺
々
翁
、
宗

達
、
光
琳
ナ
ト
八
本
朝
ノ
南
宗
ト
モ
云
ハ
ン
カ

以
上
の
述
懐
の
内
、
従
来
よ
り
玉
洲
の
光
琳
に
対
す
る
独
自
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
と
さ

れ
て
き
た
の
は
、
そ
の
最
終
部
分
で
あ
る
。
玉
洲
(
号
・
嗣
燦
)
は
、
こ
こ
で
、
私
見
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
公
家
の
近
衛
信
尋
(
号
・
応
山
、
一
五
九
九

～
ニ
八
四
九
)
や
松
花
堂
昭
乗
、
宗
達
と
と
も
に
光
琳
は
、
日
本
の
中
で
「
南
宗
」
と
も
い
う

こ
と
が
で
き
る
絵
師
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
玉
洲
は
「
南
宗
」
を
如
何
に
規
定
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
規
定
に
則

し
て
み
た
場
合
、
前
段
で
玉
洲
自
身
が
述
べ
て
い
る
光
琳
画
の
特
色
が
、
ど
の
よ
う
に
「
南
宗
」

的
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
と
も
に
「
南
宗
」
的
だ
と
さ
れ
て
い

る
昭
乗
に
対
す
る
玉
洲
の
認
識
と
も
合
わ
せ
、
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

玉
洲
は
、
中
国
の
画
論
を
引
用
し
て
、
中
国
に
お
け
る
南
宗
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
、
北
宗

に
対
す
る
南
宗
の
優
越
を
説
く
。
「
王
侯
士
大
夫
及
ヒ
高
人
雅
士
ノ
、
清
間
二
乗
シ
テ
戯
筆
ス
ル

所
ナ
リ
、
因
テ
其
画
ハ
古
雅
ヲ
主
ト
シ
テ
優
美
ヲ
求
メ
ス
、
物
形
温
潤
テ
ン
テ
情
韻
ア
ラ
ン
コ

ト
ヲ
欲
ス
ル
者
ナ
リ
、
故
二
是
ヲ
栴
シ
テ
士
夫
ノ
靉
ト
モ
云
ヒ
テ
、
文
房
ノ
清
翫
ト
ス
、
南
宗

ノ
中
ニ
テ
モ
、
愈
簡
潔
す
ル
靉
ヲ
為
ス
者
ハ
、
米
元
章
父
子
、
黄
子
久
、
悦
雲
林
、
高
尚
書
ノ

輩
ナ
リ
、
此
画
ヲ
指
テ
逸
格
ト
云
フ
、
賞
蟹
家
ニ
テ
最
貴
重
ス
ル
所
ナ
リ
、
都
テ
南
宗
ニ
テ
ハ
、

画
エ
ノ
習
気
ヲ
避
ン
ト
テ
、
種
々
ノ
愛
格
ヲ
モ
為
セ
ル
ナ
リ
、
・
:
如
此
雅
趣
ヲ
以
テ
造
り
タ
ル

所
ユ
ヘ
、
自
ラ
其
風
韻
筆
墨
二
出
現
シ
テ
品
格
モ
高
キ
ナ
リ
。
」

ま
た
、
日
本
の
絵
画
史
に
も
南
北
宗
論
を
当
て
は
め
、
従
来
よ
り
中
国
か
ら
日
本
に
も
た
ら

さ
れ
て
い
た
の
は
北
宗
で
あ
り
、
元
信
に
到
っ
て
大
成
し
た
と
い
う
。
一
方
、
南
宗
に
つ
い
て

は
「
祗
南
海
、
柳
洪
園
ナ
ト
ノ
戯
墨
ハ
、
本
朝
ニ
テ
南
宗
ノ
登
端
ナ
ル
ヘ
シ
、
近
世
彭
百
川
及

ヒ
大
雅
堂
出
テ
南
宗
大
成
ス
」
と
い
う
。
従
っ
て
、
玉
洲
の
認
識
に
お
い
て
も
、
南
海
や
洪
園

五
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以
前
に
活
躍
し
た
信
尋
や
昭
乗
、
宗
達
、
光
琳
が
純
粋
な
意
味
で
の
「
南
宗
」
に
属
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
プ
レ
「
南
宗
」
と
も
い
う
べ
き
、
「
南
宗
」
的
性
格
を
備
え
た

絵
師
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
玉
洲
の
規
定
す
る
「
南
宗
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、

信
尋
の
場
合
は
和
歌
や
書
も
よ
く
す
る
貴
顕
で
あ
り
、
「
戯
墨
」
で
あ
る
点
が
「
南
宗
」
的
だ
と

み
な
し
う
る
が
、
昭
乗
以
下
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
点
が
「
南
宗
」
的
な
の
だ
ろ
う
か
。

昭
乗
に
つ
い
て
は
引
用
箇
所
の
三
段
前
で
か
な
り
詳
し
く
言
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
書

の
優
劣
は
人
品
の
高
下
に
関
わ
る
と
し
た
の
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
惺
々
翁
す
ト
、

画
ハ
山
楽
二
學
ヒ
又
ハ
牧
渓
ヲ
傲
ヒ
タ
リ
タ
ト
聞
ユ
レ
ト
モ
、
其
画
跡
ヲ
見
ル
ニ
、
筆
墨
清
奇

ニ
シ
テ
自
ラ
一
種
ノ
雅
豹
偏
り
、
一
点
ノ
俗
気
ナ
シ
、
其
人
物
二
於
テ
ー
家
ヲ
為
ス
モ
ノ
、
・
:

物
形
簡
潔
テ
ン
テ
頻
二
画
家
ノ
習
気
ヲ
避
タ
リ
、
傅
二
云
ク
、
院
後
二
草
堂
ヲ
営
ミ
名
ツ
ク
ル

ニ
松
花
ヲ
以
テ
シ
、
常
二
茶
香
ヲ
嗜
ミ
タ
リ
ト
ソ
、
其
静
逸
ノ
境
界
筆
墨
ノ
間
二
見
レ
タ
リ
。
」

昭
乗
が
狩
野
山
楽
と
牧
渓
に
学
ん
だ
と
い
う
の
は
、
『
本
朝
画
史
』
を
参
照
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
玉
洲
は
元
信
を
日
本
に
お
け
る
北
宗
の
大
成
者
と
み
な
し
て
お
り
、

山
楽
が
北
宗
に
属
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
牧
渓
」
に
つ
い
て
も
、
「
狩
野
家
其
外
諸
家
ニ

テ
學
ピ
ク
ル
、
馬
遠
、
夏
珪
、
牧
渓
、
盛
子
昭
、
趙
昌
、
舜
翠
、
玉
澗
、
顔
暉
、
皆
北
宗
二
属

セ
ル
俗
画
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
北
宗
に
学
び
な
が
ら
、
昭
乗
の
描
く
絵
は
「
物

形
簡
潔
ニ
シ
テ
頻
二
画
家
ノ
習
気
ヲ
避
」
て
お
り
、
「
筆
墨
清
奇
于
ン
テ
自
ラ
一
種
ノ
雅
豹
偏
り
、

一
点
ノ
俗
気
ナ
シ
」
と
、
「
南
宗
」
と
一
致
す
る
特
色
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ

る
。
「
人
物
二
於
テ
ー
家
ヲ
為
ス
モ
ノ
」
と
分
野
を
限
定
す
る
の
も
、
前
節
で
既
に
み
た
よ
う
に
、

玉
洲
が
南
宗
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
し
た
要
素
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
「
松
花
」
と
名
付
け
た
草
堂

で
茶
や
香
を
嗜
む
「
静
逸
ノ
境
界
」
の
中
で
画
作
を
行
っ
て
い
た
と
し
て
お
り
、
昭
乗
に
理
想

化
し
た
中
国
の
文
人
の
姿
そ
の
も
の
を
投
影
し
て
い
る
と
さ
え
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
光
琳
の
場
合
、
い
か
な
る
点
が
「
南
宗
」
的
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
「
光
琳
力
人
物

花
草
ハ
」
と
得
意
分
野
を
特
定
す
る
の
は
、
昭
乗
や
「
宗
達
力
花
草
ハ
」
と
い
う
宗
達
の
場
合

と
同
じ
く
、
「
南
宗
」
的
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
「
古
拙
ヲ
以
テ
旨
ト
シ
、
画
家
ノ
径
蹊
ヲ
避

ル
コ
ト
甚
シ
」
と
い
う
の
は
全
く
南
宗
の
特
色
と
一
致
す
る
。
「
奇
態
ヲ
為
ス
」
と
い
う
の
も

「
種
々
ノ
愛
格
ヲ
モ
為
セ
ル
」
南
宗
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
「
簡
略
」
で
あ
る
の
も
昭
乗
と

共
通
し
、
南
宗
中
最
も
賞
翫
さ
れ
る
逸
格
が
「
簡
潔
ナ
ル
健
ヲ
為
ス
」
と
い
う
の
と
相
通
じ
て

い
る
。
し
か
も
、
描
く
形
に
「
生
意
ヲ
轟
サ
ヽ
ル
所
ナ
シ
」
と
い
い
、
「
南
宗
」
的
特
色
を
色
濃

く
備
え
た
優
れ
た
絵
師
と
し
て
光
琳
を
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、
光
琳
に
つ
い
て
言
及
し
た
末
尾
を
、
「
其
家
法
少
シ
モ
俗
眼
二
誦
フ
所
ナ
シ
ト
云
ヘ

ト
モ
、
却
テ
世
二
賞
セ
ラ
レ
シ
コ
ト
奇
ト
ス
ヘ
シ
、
是
必
営
世
二
於
テ
具
眼
ノ
士
二
逢
タ
ル
除

響
ナ
ル
ヘ
シ
、
今
世
ノ
珍
賞
ハ
耳
萱
ノ
ミ
ナ
リ
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
部
分
の
意
味
は
や
や

六

理
解
し
に
く
く
、
玉
洲
が
寛
政
二
年
(
一
七
九
〇
)
に
著
し
た
『
玉
洲
画
趣
』
を
参
考
に
し
た

い
。
そ
の
中
で
玉
洲
は
、
観
画
に
つ
い
て
「
世
に
高
雅
な
る
人
は
書
工
の
作
に
混
雑
せ
ん
事
を

恥
と
し
て
、
却
て
筆
墨
に
拙
き
を
求
め
、
又
着
色
を
疎
に
し
て
其
熟
所
を
蔵
し
た
る
類
も
有
之

候
。
如
此
も
の
は
初
見
る
と
き
は
拙
き
が
如
く
な
れ
ど
も
、
愈
見
る
と
き
は
愈
妙
な
る
奇
作
に

て
御
座
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
「
世
に
高
雅
な
る
人
」
が
描
い
た
「
南
宗
」
的
な
絵
は
一

般
人
が
簡
単
に
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
こ
の
一
文
を
理
解
す
る
な
ら
、
光
琳
の
画
法
が
世
間
の
人
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
非
「
南
宗
」
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、

世
評
が
高
い
の
は
珍
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
玉
洲
自
身
が
光
琳
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
世
評
の
中
に
は
「
南
宗
」
側
に
立
つ
人
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
「
南
宗
」

的
な
絵
は
一
般
的
に
は
世
間
に
理
解
さ
れ
に
く
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
光
琳
が
広

く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
光
琳
在
世
時
に
「
具
眼
ノ
士
」
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
、
そ
の
時
点
で
定
ま
っ
た
評
価
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
何
故
な
ら
、
玉

洲
の
時
代
に
光
琳
画
を
み
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
か
っ
た
ら
し
く
、
光
琳
在
世
時
の
評
価
を
耳

に
し
て
光
琳
画
を
高
く
評
価
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
先
に
見
た
玉
洲
の
光
琳
に
対
す
る
高
い
評
価
が
、
光
琳
画
を
実

見
し
た
上
で
成
さ
れ
た
の
か
否
か
で
あ
る
。
『
玉
洲
画
趣
』
の
中
に
「
先
年
春
ト
が
編
み
て
板
行

致
候
明
朝
紫
硯
と
や
ら
ん
申
候
書
譜
を
見
る
に
、
文
徴
明
、
陳
道
復
な
ど
の
書
法
を
撰
載
せ
御

座
候
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
玉
洲
が
大
岡
春
ト
の
刊
行
し
た
画
譜
を
目
に
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
の
同
じ
文
に
、
「
彼
春
卜
が
島
檜
な
り
と
嘲
り
た
る
は
」
と
あ
る
の
で
、
嶋
絵
と
と

も
に
光
琳
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
画
史
会
要
』
も
見
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

玉
洲
が
光
琳
画
を
実
見
し
た
か
否
か
を
示
す
資
料
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
葦
原
堂
の
下
を

訪
れ
た
折
な
ど
に
目
に
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
地
元
の
紀
州
に
い
る
こ
と
が
多
か
っ

た
と
み
ら
れ
る
玉
洲
が
多
く
の
光
琳
画
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
も
考
え
に
く
い
。
玉

洲
の
思
い
描
い
た
光
琳
像
は
、
画
譜
な
ど
限
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
し
た
、
ま
さ
に
イ
メ
ー
ジ

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
三
)
中
林
竹
洞
『
画
道
金
剛
杵
』
『
竹
洞
画
論
』
『
画
道
手
引
草
』

中
林
竹
洞
二
七
七
六
一
一
八
五
三
)
は
、
名
古
屋
の
医
家
に
生
ま
れ
、
古
画
の
模
写
に
よ
っ

て
画
技
を
磨
い
た
後
、
享
和
二
年
(
一
八
〇
二
)
二
十
七
歳
の
時
に
上
京
し
、
以
後
没
年
に
到

る
ま
で
京
都
で
文
人
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
竹
洞
は
、
『
画
道
金
剛
杵
』
や
『
竹
洞
画
論
』
な

ど
を
著
し
た
理
論
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
各
所
で
光
琳
に
言
及
し
て
い
る
。
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江戸時代における光琳像の変遷について(中)

(
三
-
一
)
『
画
道
金
剛
杵
』

ま
ず
、
享
和
二
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
画
道
金
剛
杵
』
で
は
、
巻
末
に
掲
げ
ら
れ
た
「
古

今
書
人
品
評
」
(
図
5
)
の
中
に
光
琳
の
名
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
古
今
畫
人
品
評
」
と
は
、
南
北
朝
時
代
以
降
に
活
躍
し
た
日
本
の
絵
師
を
品
評
し
、
ラ
ン

ク
付
け
し
た
も
の
で
、
識
語
に
は
刊
行
の
前
年
に
当
た
る
享
和
元
年
十
二
月
の
年
紀
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
識
語
に
「
右
定
古
今
書
品
如
此
、
…
余
是
論
評
直
論
其
画
耳
而
、
・
:
此
外
雖
名

家
不
少
予
目
中
所
未
観
者
不
録
焉
、
以
挨
後
之
君
子
」
と
あ
る
よ
う
に
、
竹
洞
は
作
品
を
実
際

目
に
し
た
絵
師
に
限
定
し
て
品
評
し
て
い
る
。
竹
洞
自
身
、
こ
の
こ
と
を
自
負
し
て
い
た
様
子

が
、
上
京
後
の
翌
享
和
二
年
三
月
に
著
し
た
『
竹
洞
画
論
』
に
窺
え
る
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
だ
が
、
土
佐
光
信
に
つ
い
て
「
余
其
筆
跡
を
見
む
事
を
こ
ひ
ね
か
ふ
事
久
し
、
然
と
も

土
佐
家
の
画
世
に
ま
れ
な
れ
ハ
己
さ
き
に
著
せ
し
画
人
品
評
の
中
に
も
、
多
く
ハ
此
家
の
名
手

を
も
ら
し
つ
る
ハ
、
其
画
を
見
さ
る
故
也
、
こ
の
こ
ろ
寺
院
の
什
物
に
土
佐
光
信
の
筆
と
て
、

花
鳥
の
圖
を
見
せ
侍
し
に
、
古
色
燦
然
と
し
て
生
顔
あ
り
、
其
画
上
の
下
品
に
人
へ
し
」
と
記

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
古
今
書
人
品
評
」
に
お
け
る
光
琳
に
対
す
る
批
評
も
、
竹
洞

が
光
琳
画
を
実
見
し
た
上
で
下
し
た
評
価
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
光
琳
画
を
見
た
の
か
は
さ
て

お
き
、
こ
の
点
に
お
い
て
高
陽
や
玉
洲
と
異
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
「
古
今
書
人
品
評
」
で
は
日
本
の
絵
師
を
唐
画
と
和
画
に
分
類
し
、
上
上
品
か
ら
下
下

品
ま
で
の
九
等
級
に
品
等
分
け
し
て
い
る
。
光
琳
は
、
宗
達
と
と
も
に
、
和
画
の
上
下
品
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
唐
画
、
和
画
と
は
い
か
な
る
絵
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
ま

ず
、
唐
画
に
つ
い
て
は
「
雪
舟
元
信
画
世
柄
和
画
者
誤
也
、
是
乃
西
土
北
宗
之
正
傅
也
、
故
今

改
爲
唐
画
」
と
い
う
よ
う
に
、
中
国
絵
画
を
忠
実
に
学
ん
で
い
る
も
の
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ

に
対
す
る
和
画
と
は
、
探
幽
に
つ
い
て
「
鎔
化
諸
家
筆
意
、
焉
一
家
法
、
而
和
習
初
起
、
故
柄

為
和
画
」
と
い
う
よ
う
に
、
中
国
画
の
規
矩
を
離
れ
て
独
自
の
作
風
を
作
り
上
げ
た
者
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
竹
洞
が
光
琳
を
和
画
に
分
類
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
国
画

と
直
接
結
び
つ
く
画
法
を
光
琳
画
に
見
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
光
琳
の
名
は
、
「
古
今
畫
人
品
評
」
の
「
能
画
無
俗
気
者
」
の
中
に
も
見
出
せ
る
。
「
能

圃
無
俗
気
者
」
と
は
先
に
述
べ
た
九
等
級
と
は
別
の
分
類
項
目
で
、
他
に
は
「
文
人
書
」
「
邪
」

「
俗
」
「
甜
」
「
頼
」
が
あ
る
。
「
頼
」
に
「
此
病
柄
行
家
法
者
殊
多
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
邪
」

「
俗
」
「
甜
」
「
頼
」
は
絵
画
の
「
病
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
『
画
道
金
剛
杵
』
本
文
の

「
畫
山
水
心
得
の
事
」
で
も
、
「
画
山
水
ハ
、
た
と
ひ
高
遠
の
趣
ハ
え
か
ゝ
ず
と
も
、
俗
気
な
き

や
う
に
か
ゝ
ま
ほ
し
き
わ
ざ
也
、
今
時
の
画
、
或
ハ
俗
濁
、
あ
る
ハ
甜
美
、
あ
る
ハ
怒
張
、
皆

眼
を
の
ぶ
る
所
な
し
、
・
:
さ
れ
バ
山
水
を
ゑ
か
く
者
ハ
、
先
胸
中
塵
濁
之
気
を
去
る
べ
し
、
次

に
ハ
筆
跡
の
甜

美
を
き
ろ
ふ
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
俗
」
や
「
甜
」
は
避
け
る
べ
き
だ
と
し

て
い
た
。
な
か
で
も
「
俗
」
に
つ
い
て
は
、
元
信
を
唐
画
の
上
下
品
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、
「
是

尤
為
能
画
、
然
不
能
脱
俗
習
矣
、
画
論
日
俗
病
尤
為
大
、
故
降
列
此
品
」
と
い
う
よ
う
に
、
最

も
避
け
る
べ
き
も
の
と
竹
洞
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
元
信
よ
り
も
上
位
の
上
上
品
に
兆
典

子
(
明
兆
)
、
上
中
品
に
雪
舟
と
探
幽
を
位
置
づ
け
る
の
は
、
竹
洞
が
こ
の
三
人
を
「
能
画
無
俗

気
者
」
と
判
断
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

で
は
、
「
能
画
無
俗
気
者
」
は
「
文
人
畫
」
と
ど
う
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
「
文
人
書
」

に
は
、
本
文
で
優
れ
た
南
宗
画
家
と
し
て
い
る
八
仙
堂
(
百
川
)
、
大
雅
、
彰
甫
、
石
圃
、
玲
圃
、

柳
里
恭
の
他
、
心
越
、
大
鵬
、
即
非
の
黄
槃
僧
と
と
も
に
、
玉
碗
子
や
真
相
(
相
阿
弥
)
、
立
圃
、

古
銅
、
松
花
堂
と
そ
の
後
継
者
で
あ
る
萩
坊
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
一
方
、
「
能
画
無
俗
気
者
」

に
は
、
光
琳
、
宗
達
や
上
記
の
者
以
外
に
、
狩
野
常
信
、
英
一
蝶
、
土
佐
光
起
、
海
北
友
松
ら

の
職
業
絵
師
、
本
文
で
大
雅
ら
と
同
じ
く
優
れ
た
南
宗
画
家
に
数
え
る
玉
燎
、
蕪
村
、
長
崎
派

や
そ
れ
に
学
ん
だ
寒
葉
斎
(
建
部
凌
岱
)
、
鶴
亭
、
若
冲
と
伝
歴
不
明
の
太
郎
奄
の
名
を
連
ね
て

い
る
。
玉
塘
と
蕪
村
を
「
文
人
書
」
に
含
め
な
い
の
は
、
本
文
中
の
注
釈
で
「
し
か
れ
ど
、
玉

塘
、
春
星
(
蕪
村
)
、
熊
斐
ハ
今
少
し
南
宗
と
ハ
い
ひ
が
た
く
や
侍
ら
ん
」
と
み
な
し
て
い
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
こ
こ
に
竹
洞
が
純
粋
な
南
宗
画
家
と
み
な
す
絵
師
の
名
が
み
え
な
い

こ
と
に
な
り
、
「
能
画
無
俗
気
者
」
と
は
、
職
業
絵
師
も
含
め
た
南
宗
画
以
外
の
絵
師
の
中
で
、

最
も
避
け
る
べ
き
「
俗
」
病
を
逃
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

光
琳
と
宗
達
を
上
下
品
に
位
置
づ
け
る
の
も
、
こ
の
「
能
画
無
俗
気
者
」
と
い
う
評
価
に
基

づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
両
者
よ
り
上
位
に
位
置
す
る
の
は
、
明
兆
、
雪
舟
、
大
雅
、
探
幽

の
わ
ず
か
四
人
の
み
で
あ
り
、
元
信
や
釣
圃
、
柳
里
恭
と
同
列
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
-
ニ
)
『
竹
洞
画
論
』

『
画
道
金
剛
杵
』
を
刊
行
し
た
の
と
同
じ
享
和
二
年
三
月
に
稿
を
成
し
た
『
竹
洞
画
論
』
に

お
い
て
、
上
洛
後
の
見
聞
も
加
味
し
な
が
ら
竹
洞
は
さ
ら
な
る
絵
画
論
を
展
開
し
て
い
る
。
日

本
に
お
け
る
絵
画
の
変
遷
に
始
ま
り
、
鑑
賞
や
、
画
賛
、
学
画
や
写
生
な
ど
、
全
部
で
十
三
章

か
ら
な
る
こ
の
画
論
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
光
琳
に
言
及
し
て
い
る
。

ま
ず
、
「
今
古
書
風
有
三
髪
事
井
無
和
画
之
同
事
」
で
は
、
日
本
の
絵
画
は
、
「
上
古
之
画
風

長
く
伝
り
て
、
東
山
殿
の
比
に
至
り
て
、
や
う
く
ぉ
と
ろ
へ
」
、
そ
の
時
、
北
宗
の
元
信
が
世

に
出
る
と
「
世
俗
皆
是
に
な
び
き
て
、
世
界
之
画
、
竟
狩
野
氏
の
手
に
属
す
」
こ
と
で
一
変
し

た
。
次
い
で
「
狩
野
氏
も
又
探
幽
斎
に
い
た
り
て
一
変
」
し
た
こ
と
で
再
変
し
、
南
宗
画
が
も

た
ら
さ
れ
て
又
一
変
し
て
現
在
に
至
っ
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
遷
の
中
に

あ
っ
て
、
光
琳
は
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

松
花
堂
、
宗
達
、
光
琳
、
英
一
蝶
輩
、
又
別
に
一
家
を
成
と
い
へ
と
も
、
其
本
ハ
皆
北
宗

七
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生篤田安

よ
り
出
、
近
代
に
至
り
て
、
郡
山
の
柳
里
恭
、
平
安
の
望
玉
燦
、
池
大
雅
、
八
仙
堂
の
輩

出
て
よ
り
、
南
宗
の
門
戸
初
て
開
く
、
是
に
い
た
り
て
世
界
の
画
大
に
愛
す

ま
た
、
「
論
諸
家
画
事
井
画
者
各
有
得
失
事
」
に
も
関
連
す
る
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

又
我
朝
の
文
人
墨
士
の
画
と
も
梧
す
へ
き
者
ハ
、
天
龍
寺
の
僧
玉
碗
子
、
東
山
殿
の
臣
真

相
相
阿
、
八
幡
山
の
滝
本
坊
、
西
岩
寺
僧
古
銅
、
ひ
な
や
の
立
圃
等
也
、
皆
別
韻
あ
り
、

画
家
の
習
気
に
そ
ま
す
、
小
栗
宗
丹
、
鎌
倉
書
記
、
曾
我
蛇
足
等
皆
昔
時
の
名
手
也
、
然

ト
モ
可
な
る
物
ア
リ
、
又
俗
気
多
き
も
の
あ
り
、
又
た
わ
ら
や
の
宗
達
、
法
橋
光
琳
か
画

別
致
あ
り
、
是
和
画
中
の
逸
品
也
〈
蛇
足
か
画
も
逸
品
に
近
し
〉
、
英
の
一
蝶
か
画
又
一
家

を
な
す
、
然
と
も
画
調
少
し
卑
し

ま
ず
、
前
者
で
、
松
花
堂
昭
乗
、
宗
達
、
英
一
蝶
と
と
も
に
光
琳
も
「
別
に
一
家
を
成
と
い

へ
と
も
、
其
本
ハ
皆
北
宗
よ
り
出
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
、
竹
洞
が
自
己
の
知
見
を
も
と
に
、

南
宗
画
論
で
は
初
め
て
光
琳
の
画
系
に
つ
い
て
言
及
し
た
と
解
す
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、

前
章
で
見
た
よ
う
に
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
(
天
明
六
年
刊
)
に
「
画
ヲ
狩
野
安
信
二
学
テ
ー

家
ヲ
ナ
ス
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
竹
洞
が
在
京
し
て
い
た
当
時
流
布
し
て
い
た
こ
の
本
を
参

照
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
同
書
に
は
、
宗
達
に
つ
い
て
「
画
法
一
家
ヲ
ナ
シ
」
と
あ
り
、
昭

乗
に
つ
い
て
「
画
ヲ
狩
野
山
楽
二
学
テ
、
亦
一
家
ヲ
す
ス
」
、
一
蝶
に
つ
い
て
「
画
ヲ
狩
野
安
信

二
学
ブ
、
後
一
家
ヲ
ナ
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
後
者
で
、
昭
乗
(
滝
本
坊
)
を
玉
碗
、
相
阿
弥
、
古
碩
、
雛
屋
立
圃
と
と
も
に
。

「
我
朝
の
文
人
墨
士
の
画
」
の
代
表
者
に
数
え
る
の
は
、
宗
達
と
光
琳
を
「
和
画
中
の
逸
品
」

と
す
る
評
価
と
と
も
に
、
先
に
み
た
「
古
今
書
人
品
評
」
で
既
に
示
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
は
、
昭
乗
も
「
其
本
ハ
皆
北
宗
よ
り
出
」
と
い
う
前
者
の
見
解
と
一
見
矛
盾
し
て

い
る
か
に
思
え
る
。
し
か
し
、
前
節
で
み
た
玉
洲
も
、
昭
乗
が
北
宗
で
あ
る
狩
野
山
楽
ら
に
学

び
な
が
ら
南
宗
的
特
色
を
備
え
た
独
自
の
画
風
を
形
成
し
た
と
し
て
お
り
、
こ
こ
に
み
る
竹
洞

の
昭
乗
に
対
す
る
評
価
は
、
玉
洲
の
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
古
今

書
人
品
評
」
で
「
文
人
書
」
に
含
め
る
昭
乗
と
、
「
能
画
無
俗
気
者
」
に
含
め
る
光
琳
と
宗
達
、

一
蝶
を
前
者
に
お
い
て
併
称
し
、
彼
ら
が
「
近
代
」
に
お
け
る
南
宗
に
続
く
と
い
う
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
こ
で
も
竹
洞
は
光
琳
画
に
南
宗
的
要
素
を
看
取
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
者
に

お
い
て
宗
達
や
光
琳
を
評
す
る
「
逸
品
」
と
い
う
用
語
も
、
そ
の
類
語
で
あ
る
「
逸
格
」
を
用

い
て
「
大
雅
堂
ハ
山
水
こ
と
に
よ
ろ
し
、
寫
意
の
人
物
も
往
々
佳
な
る
物
多
し
、
只
逸
格
を
成

ん
と
し
て
奇
を
好
む
に
過
た
り
」
(
「
論
諸
家
画
事
井
画
者
各
有
得
失
事
」
)
と
い
う
よ
う
に
、
南

八

宗
画
家
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「
論
諸
家
画
事
井
画
者
各
有
得
失
事
」
に
は
ま
た
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
み
ら
れ
る
。

画
者
各
得
失
あ
り
と
ハ
、
共
に
得
ぬ
所
、
得
た
る
所
あ
る
を
い
ふ
也
:
ふ
示
達
ハ
草
花
こ
と

に
よ
ろ
し
、
人
物
禽
鳥
こ
れ
に
つ
く
、
光
琳
も
人
物
草
花
に
妙
也
、
只
此
二
子
の
山
水
を

見
す
、
予
お
も
へ
ら
く
、
明
兆
、
元
信
か
画
、
責
に
し
て
妙
な
し
、
探
幽
、
光
琳
か
画
、

妙
に
し
て
賓
な
し
、
然
と
も
明
兆
か
画
ハ
賞
中
に
妙
を
含
む
、
英
一
蝶
ハ
人
禽
草
花
い
つ

れ
も
よ
し
、
只
品
格
少
し
い
や
し

光
琳
が
人
物
と
草
花
を
得
意
に
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
宗
達
が
特
に
草
花
に
秀
で
て
い
る

こ
と
と
と
も
に
、
大
岡
春
ト
の
画
譜
を
始
め
中
山
高
陽
や
桑
山
玉
洲
の
画
論
に
既
に
見
ら
れ
た

と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
兆
・
元
信
と
探
幽
・
光
琳
を
対
比
し
て
、
前

者
は
実
で
妙
が
な
く
、
後
者
は
妙
で
実
が
な
い
と
い
う
と
い
う
部
分
で
あ
る
が
、
「
実
」
「
妙
」

と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
『
竹
洞
画
論
』
を
見
渡
し
て
も
、
直
接
こ
の
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
箇

所
は
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
四
人
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
実
」
「
妙
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
探
幽
と
「
妙
」
を
関
連
付
け
た
指
摘
が
「
論
諸
家
画
事
井
画
者
各
有
得
失
事
」
に
み

ら
れ
、
「
探
幽
粛
出
る
に
及
て
、
初
て
俗
習
を
一
洗
し
、
濠
瀧
を
以
て
韻
を
と
る
と
い
へ
と
も
、

一
段
雅
致
ハ
つ
ひ
に
雪
舟
に
お
よ
ハ
す
、
又
、
狩
野
氏
之
古
法
、
此
に
至
り
て
亡
ひ
に
き
、
さ

れ
と
守
信
か
画
ハ
自
か
ら
妙
處
あ
り
て
、
西
施
の
眉
を
輦
す
る
か
如
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
「
初
て
俗
習
を
一
洗
し
」
と
い
う
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
元
信
か
筆
、
古
今
二
秀

た
り
と
い
ふ
と
い
へ
と
も
、
其
俗
濁
之
気
や
ゝ
盛
也
、
俗
八
本
よ
り
画
家
の
大
病
と
す
」
と
い

う
の
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
沈
南
顧
柄
探
幽
斎
画
事
井
雪
舟
渡
唐
土
寫
真
山
水
事
」
で
は
。

「
昔
沈
南
蔵
吾
朝
に
来
り
し
時
、
先
と
ぶ
に
日
本
の
名
画
を
以
す
、
人
因
て
狩
野
元
信
か
画
を

見
せ
け
り
、
南
蔵
か
日
、
是
ハ
修
行
に
熟
し
た
る
画
な
り
、
次
に
探
幽
斎
か
画
を
し
め
す
、
南

蔵
お
と
ろ
き
て
云
や
う
、
ま
こ
と
に
妙
画
也
、
明
三
百
年
此
手
な
し
と
い
ふ
」
と
い
う
逸
話
を

紹
介
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
修
行
に
熟
し
」
て
「
古
今
二
秀
」
で
て
い
る
が
「
俗
」
で
あ
る
元

信
に
対
し
、
探
幽
は
「
濠
灘
を
以
て
韻
を
と
」
り
「
妙
」
で
あ
る
が
「
狩
野
氏
之
古
法
、
此
に

至
り
て
亡
」
ん
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
明
兆
に
つ
い
て
は
、
「
論
諸
家
画
事
井
画
者
各
有
得
失
事
」
で
「
此
僧
か
画
か
く
所
を

見
る
に
、
気
韻
活
登
、
筆
墨
渾
厚
、
よ
く
此
道
に
熟
し
た
る
者
也
」
、
「
明
兆
か
画
ハ
貴
地
を
ふ

め
り
、
故
に
風
韻
な
き
や
う
に
見
ゆ
れ
と
、
貴
ハ
能
画
也
、
す
く
れ
た
る
物
の
好
を
見
か
た
き

事
ハ
、
諸
道
皆
し
か
り
、
…
も
し
画
法
に
よ
り
て
見
ハ
、
妙
處
頓
に
見
ゆ
る
也
」
と
い
う
。
従
っ
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江戸時代における光琳像の変遷について(中)

て
、
明
兆
画
が
「
實
中
に
妙
を
含
む
」
と
い
う
の
は
、
明
兆
が
「
貴
地
」
を
踏
み
、
「
よ
く
此
道

に
熟
し
た
る
者
」
で
、
そ
の
絵
は
一
見
「
風
韻
な
き
や
う
に
見
」
え
る
が
、
「
画
法
に
よ
り
て
見

ハ
、
妙
處
頓
に
見
」
る
こ
と
が
で
き
る
事
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
「
実
」
と
は
(
北
宗
の
)
画
法
に
習
熟
し
て
い
る
こ
と
、
「
妙
」
と
は
風

韻
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
従
っ
て
、
竹
洞
が
「
探
幽
、
光

琳
か
画
、
妙
に
し
て
實
な
し
」
と
い
う
表
現
で
述
べ
て
い
る
の
は
、
光
琳
画
に
は
風
韻
が
あ
る

が
、
元
信
以
来
の
狩
野
派
が
保
持
し
て
き
た
よ
う
な
画
法
か
ら
は
離
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
-
三
)
『
画
道
手
引
草
』

竹
洞
は
、
刊
年
不
明
の
版
本
、
『
画
道
手
引
草
』
で
も
光
琳
に
言
及
し
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、

光
琳
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
本
書
を
挙
げ
て
い
る
の
を
知
ら
な
い
が
、
全
二
十
一
丁
か
ら
な

る
同
書
の
第
二
丁
裏
か
ら
第
三
丁
表
に
か
け
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

御
上
家
の
御
用
な
と
被
仰
出
候
圖
ど
も

思
召
通
に
圖
を
立
候
事
皆
古
へ
よ
り
画
師
た

る
者
の
業
な
り
、
さ
れ
バ
画
を
業
と
す
る
人
ハ
、
最
初
よ
り
修
行
出
精
し
て
、
古
代
の
紀

金
岡
よ
り
住
吉
土
佐
の
諸
名
家
、
狩
野
元
信
狩
野
守
信
な
ど
の
如
く
、
檜
事
を
以
て
名
を

万
世
二
傅
ふ
べ
き
の
志
を
立
て
、
筆
墨
を
精
錬
し
て
神
妙
の
地
二
至
り

御
上
家
の
御
用

を
初
め
万
の
用
に
供
す
べ
き
の
備
へ
有
る
べ
し
、
然
ど
も
心
の
置
所
高
遠
な
ら
ざ
れ
バ
、

神
妙
の
地
に
い
た
り
が
た
し
、
今
探
幽
常
信
宗
達
光
琳
な
ど
の
筆
蹟
を
ミ
る
に
、
気
前
甚
″

高
し
、
其
胸
次
お
も
ふ
べ
し
、
渾
て
上
代
の
名
画
、
気
象
高
遠
に
し
て
各
一
種
の
風
格

あ
り
、
後
世
の
及
バ
ざ
る
所
な
り
、
其
故
い
か
に
と
尋
る
に
、
古
人
ハ
心
地
自
ら
高
し
、

息
永
以
来
の
名
家
も
亦
各
凡
士
二
異
な
り
、
其
人
往
々
參
禅
し
て
塵
念
を
一
洗
し
、
以
て

凡
境
を
脱
せ
り
、
其
意
筆
墨
の
間
々
あ
ら
は
れ
た
り

未
紹
介
の
資
料
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
前
後
も
含
め
や
や
長
く
引
用
し
た
が
、
奥
書
に
「
右

條
々
所
説
為
初
学
開
一
條
之
正
路
学
者
因
之
進
則
莫
墜
邪
魔
之
境

隠
士
沖
漕
述
」
と
あ
る
よ

う
に
、
本
書
は
竹
洞
(
号
・
沖
濃
)
が
初
学
者
が
正
し
く
学
べ
る
よ
う
に
著
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
諸
家
の
注
文
を
受
け
て
制
作
す
る
職
業
絵
師
の
中
に
あ
っ
て
、
探
幽
、
常
信
、
宗

達
と
と
も
に
、
光
琳
は
「
気
前
甚
高
し
、
其
胸
次
お
も
ふ
べ
し
」
と
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
四
人
は
『
画
道
金
剛
杵
』
「
古
今
書
人
品
評
」
の
「
能
画
無
俗
気
者
」

に
そ
の
名
が
見
出
さ
れ
、
こ
こ
で
の
評
価
は
特
に
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
後
年
ま

で
、
竹
洞
が
光
琳
に
対
す
る
評
価
を
変
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

小

結

本
稿
に
お
け
る
考
察
の
結
果
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
第
四
章
で
、
明
和
か
ら
天
明
年
間
に
か
け
て
京
坂
で
編
述
さ
れ
た
『
翁
草
』
、
『
装
剱

奇
賞
』
、
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
『
翁
草
』
と
『
装
剱

音
賞
』
の
記
述
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
独
自
の
画
風
を
形
成
し
た
名
高
い
絵
師
で
光
悦
に
学
ん

だ
蒔
絵
も
得
意
に
す
る
と
い
う
光
琳
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
前
代
の
光
琳
像

と
も
一
致
し
、
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
の
記
述
と
も
重
な
る
こ
と
か
ら
、
同
時
期
に
定
着
し
て

い
た
一
般
的
な
光
琳
像
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
は
、
狩

野
安
信
に
学
ん
だ
と
す
る
画
系
が
示
さ
れ
、
茶
事
を
嗜
む
と
と
も
に
、
作
庭
も
手
掛
け
た
と
し

て
、
「
ス
ベ
テ
其
為
所
天
機
二
鯛
発
シ
テ
、
菌
套
ヲ
脱
シ
テ
益
竜
也
」
と
結
論
付
け
て
い
た
。
こ

の
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
は
、
版
も
重
ね
る
こ
と
で
広
く
流
布
し
て
お
り
、
本
書
が
江
戸
中

期
に
お
け
る
光
琳
像
の
基
盤
を
形
成
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

続
い
て
、
第
五
章
で
中
山
高
陽
、
桑
山
王
洲
、
中
林
竹
洞
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
文
人
画
論
に

み
る
光
琳
像
を
探
求
し
た
。
そ
こ
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
光
琳
が
狩
野
派
や
土
佐
派
な
ど
の

流
派
に
属
さ
ず
、
草
花
図
や
人
物
図
に
秀
で
た
絵
師
で
あ
る
と
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で

は
、
同
時
代
の
一
般
的
な
光
琳
像
の
域
を
出
な
い
。
文
人
画
論
の
特
色
は
、
光
琳
独
自
の
画
風

を
、
南
宗
的
要
素
と
結
び
つ
け
て
解
釈
す
る
点
に
あ
る
。
即
ち
、
玉
洲
は
光
琳
画
の
「
古
拙
ヲ

以
テ
旨
ト
シ
」
、
「
簡
略
奇
態
ヲ
為
ス
」
占
匹
に
「
南
宗
」
的
特
色
を
見
出
し
、
竹
洞
は
「
俗
」
病

か
ら
逃
れ
て
風
韻
を
備
え
て
い
る
と
、
光
琳
画
に
南
宗
的
要
素
を
看
取
し
た
の
で
あ
る
。

享
和
年
間
ま
で
を
扱
う
本
稿
で
言
及
し
な
か
っ
た
同
期
の
資
料
に
、
享
和
二
年
に
版
行
さ
れ

た
『
措
印
補
正
』
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
逸
人
画
家
」
と
し
て
光
琳
の
印
影
を
収
録
し
て
い
る

が
、
そ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
、
次
稿
に
お
い
て
、
酒
井
抱
一
が
文
化
一
〇
年
(
一
八
一

呂
に
刊
行
し
た
『
緒
方
流
暑
印
譜
』
な
ど
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
同
年
、

江
戸
で
中
村
芳
中
が
刊
行
し
た
『
光
琳
画
譜
』
に
つ
い
て
も
次
稿
に
譲
り
た
い
。
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江戸時代における光琳像の変遷について(中)

[表2]『新撰和漢書画一覧』画家部・項目(天明6年版)

・空欄は、原本でも空欄があることを示す。但し、空欄の行数には関わらない。
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図5 中林竹洞

『画道金剛杵』


